
　町特産「日南トマト®」と水稲の栽培、冬季の除雪事業を行っている「株式会社エイト」。自らの事業や新規就農の強化などで、地元の利益と雇用拡大を目指しています。
　1968（昭和43）年に琴浦町八橋の専證寺に嫁い
だ。近隣や檀家から持ち込まれる多くの食材を無
駄にせず、おいしく食べられるよう工夫し、集まる
人たちに振る舞う。こうして生み出した料理をまと
めた本『五風十雨』を地域の女性らと共に出版。

料理本『五風十雨』（※）著者
ご ふうじゅうう

藤枝 由紀さん
ふじ   え       ゆ    き

大量の食材が届き、大変では
　寺ということもあるのでしょうが、と
にかくたくさん頂きます。山菜や旬の野
菜はもちろん、イカやイノシシなども。
黙って軒先に置かれることもあります
が、その食材や置き方で「主」がわかる
のが田舎の面白さですね。もともと料
理が好きだったので、規格外の大きさ
も量も楽しいと思えました。

工夫の例をいくつか
　成長し過ぎた養殖イワナは、サケ科
でマスの近縁種ということをヒントに、
身は手製の梅ジャムと煮て、卵はしょう
ゆ漬けに。また、寺では仏前に供えるご
飯が多い。試行錯誤の末、加熱するとの
りになる性質を利用し、スープのとろみ
に。野菜の皮やへたも無駄なく使える
スープはよく作ります。

本のタイトルについて
　私が子どもの頃は終戦直後で、食糧
のありがたさが身に染みています。工
夫で耐え忍んだ時代でした。おいしいも
のがいただけるのは平和だからこそ、と
いう思いを込めました。

今後、食を通じた輪は
　頂いた食材を使い創意工夫を凝らし
た料理を、集まった人に食べてもらい、
食べた人がまた別の食材を持って訪ね
られます。こうして、嫁いでから50年余り
の間に、つながった人の輪がさまざまに
変化。これからも食を通した出会いを楽
しみながら、料理に励みます。
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創意工夫が人の輪つなぐ
～頂く食材、無駄なく料理～
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広報課

　
日
南
町
に
あ
る
株
式
会
社
エ
イ
ト

は
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
ト
マ
ト
と
水

稲
を
栽
培
、農
閑
期
の
冬
場
に
は
町
か

ら
委
託
を
受
け
、町
道
と
県
道
の
除

雪
作
業
を
行
って
い
ま
す
。会
社
設
立

は
２
０
１
４（
平
成
26
）年
。そ
れ
ま
で

家
族
営
農
だ
っ
た
代
表
の
岩
田
正
さ

ん
に
、息
子
の
真
也
さ
ん
が「
対
外
的

な
信
用
が
増
し
、従
業
員
も
確
保
し

や
す
く
な
る
法
人
化
」を
進
言
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。社
会
保
険
制
度
を

充
実
さ
せ
、今
年
４
月
に
は
20
代
の
地

元
男
性
を
正
社
員
と
し
て
採
用
。現

在
、農
繁
期
、冬
季
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー・助
手
と
し
て
、パ
ー
ト
労
働
者
を

含
む
社
員
10
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
主
力
の
ト
マ
ト
は
、標
高
５
５
０
㍍

を
超
え
る
山
あ
い
の
農
地
に
建
て
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
22
棟（
33
㌃
）で
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。最
も
大
変
な
作
業
は

こ
ま
や
か
な
気
配
り
と
労
力
を
要
す

る
か
ん
水（
水
や
り
）で
す
。省
力
化

を
進
め
る
た
め
、作
物
の
生
育
に
合
わ

せ
て
適
時
適
量
の
水
や
肥
料
を
均
一

に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
機
器
を
導
入
。

こ
れ
に
よ
り
、ト
マ
ト
は
良
質
で
安
定

し
、収
量
が
増
加
し
ま
し
た
。正
さ
ん

は「
シ
ス
テ
ム
化
で
労
力
に
余
裕
が
生

ま
れ
、週
休
２
日
を
実
現
。収
穫
と
稲

刈
り
が
重
な
る
繁
忙
期
も
、両
方
を

効
率
良
く
で
き
る
」と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、県
認
定
の
指
導
農
業
士
で

も
あ
る
正
さ
ん
は
、新
規
就
農
者
の
指

導
に
出
向
き
、地
元
農
業
の
生
産
力

強
化
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。こ
う

し
た
合
理
化
や
新
規
就
農
者
の
育
成

な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、18（
平
成

30
）年
、同
社
は
農
林
水
産
省
と
全
国

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
が
共

催
す
る
全
国
優
良
経
営
体
表
彰（
※
）

の
経
営
改
善
部
門
で
同
協
議
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。正
さ
ん
と
真
也

さ
ん
は「
地
元
と
共
に
大
き
く
な
り
た

い
。も
う
か
る
農
業
を
実
践
し
、地
元

に
雇
用
と
利
益
を
生
み
出
せ
る
こ
と

を
証
明
し
た
い
」と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。
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　同
社
は
来
年
度
、
ト
マ
ト
を
増
反
。「
人

を
も
っ
と
雇
用
し
た
い
。設
備
投
資
も
積

極
的
に
行
う
」と
言
う
岩
田
さ
ん
に
あ
ふ

れ
る
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。（
か
）

藤枝さんの料理をよく知るホストファミ
リーの要望で、フィンランドからの留学生に
日本料理を振る舞う

タケノコ、玉ネギ、キャベツ、アゴ（トビウ
オ）などを使った春の膳

藤枝さんの作る料理を50～70代の女性らと共に
まとめた本

（※）五風十雨とは、５日に１度風が吹き、10日に１度雨
が降る意味で、天候が順当なこと。転じて、世の中
が太平なこと。

主力の日南トマト®。病害虫に強く、甘みと酸味のバランスも良くコクがある（写真
提供＝鳥取西部農業協同組合）

せんしょうじや ばせ

だん か

藤枝さ藤枝さんの作んの作る料理る料理をを5050～7070代の女代の女性らと性らと共に共に共に

が太平なこと。

シ
ス
テ
ム
機
器
に
肥
料
の
割
合
や
供
給
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
設
定（
上
）定
植
直
後
の
ト
マ
ト
の
苗
。土
壌
に

見
え
る
配
管
は
シ
ス
テ
ム
か
ら
伸
び
て
い
る（
左
）

（※）経営改善や地域農業の活性化を実践する農業者・団体を表彰する制度。

い
わ
た
た
だ
し

し
ん
や

ぞ
う
た
ん


